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地方自治体における紙リサイクルの課題②第5回

（公財）古紙再生促進センター
専務理事

川上正智

雑がみ掘り起こしへ！
～紙リサイクルを取り巻く課題解決へ向けて～

推
定
さ
れ
る
、
可
燃
ご
み
に

占
め
る
紙
資
源

　

当
セ
ン
タ
ー
の
推
計
（
２
０
２
３
年
暦

年
）
で
は
、
発
生
物
で
あ
る
古
紙
の
供
給

源
と
な
り
得
る
紙
板
紙
製
品
の
内
需
や
海

外
か
ら
の
物
資
梱
包
材
（
段
ボ
ー
ル
）
は

総
計
で
約
２
２
０
０
万
ｔ
、
回
収
量
の
約

１
７
０
０
万
ｔ
を
除
き
、
残
が
約
５
０
０

万
ｔ
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
い
家
庭
紙
（
テ
イ
ッ
シ
ュ
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
）
を
除
い
た
、
回
収

さ
れ
て
い
な
い
古
紙
の
数
量
規
模
は
約
３

０
０
万
ｔ
程
度
で
、
そ
れ
ら
の
大
半
が
可

燃
ご
み
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
そ
の
内
訳
の
解
析
は
容
易
で
は

な
く
、
加
工
内
容
や
性
状
が
製
紙
原
料
と

し
て
困
難
な
も
の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
製
紙
原
料
と
し
て
回
収
・

利
用
余
地
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
う
ち
６

～
７
割
程
度
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
。

一
方
、
各
自
治
体
の
可
燃
ご
み
に
占
め
る

紙
類
の
組
成
比
率
は
３
割
程
度
と
言
わ
れ

る
が
、
そ
の
掘
り
起
こ
し
が
紙
リ
サ
イ
ク

ル
に
と
っ
て
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ

の
対
策
を
考
え
る
に
は
、「
家
庭
系
由
来
」

と
「
事
業
系
由
来
」
に
分
け
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
家
庭
系
由
来
を
考
え
た
場
合
、

「
雑
が
み
」
が
可
燃
ご
み
に
占
め
る
割
合

が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
誌
５
月
号
で
も
言
及
し
た
が
、
当
セ

ン
タ
ー
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
雑
が
み

回
収
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
背
景
に
は
、

「
面
倒
く
さ
い
」「
雑
が
み
の
種
類
が
わ
か

り
に
く
い
」「
目
的
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
目
立
つ
。
日
本
の
総
世

帯
数
５
７
０
０
万
世
帯
（
２
０
２
５
年
予

測
・
約
２
人
／
世
帯
）
の
う
ち
、
核
家
族

世
帯
が
約
55
％
、
単
独
世
帯
他
が
約
45
％

程
度
だ
が
、
今
後
単
独
世
帯
比
率
は
高
齢

者
を
中
心
に
上
昇
傾
向
が
続
き
、
都
市
部

で
は
外
国
人
世
帯
数
も
増
加
す
る
。

　

今
後
の
雑
が
み
分
別
・
排
出
啓
発
を
考

え
た
場
合
、
現
在
習
慣
づ
け
が
で
き
て
い

な
い
成
人
の
意
識
改
革
は
容
易
で
は
な
い

が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
子
供
を
変
え

る
こ
と
で
家
庭
を
変
え
る
、
社
会
を
変
え

る
、
未
来
を
変
え
る
」
と
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
専
門
家
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
小

学
生
を
通
じ
た
核
家
族
に
お
け
る
雑
が
み

分
別
・
排
出
啓
発
活
動
に
向
け
た
「
社
会

実
験
」
を
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
新
た
な

試
み
の
概
要
を
改
め
て
本
誌
に
お
い
て
も

ご
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
各
自
治
体
で
の

家
庭
系
可
燃
ご
み
の
有
料
化
を
通
じ
た
資

源
化
可
能
な
紙
の
掘
り
起
こ
し
に
関
す
る

調
査
に
つ
い
て
も
、
そ
の
事
例
や
減
量
効

果
（
原
単
位
）
に
係
る
デ
ー
タ
を
取
り
ま

と
め
中
で
あ
る
。

　

一
方
、
都
市
部
で
は
「
事
業
系
由
来
」

の
可
燃
ご
み
の
排
出
量
が
高
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
調

査
で
は
、
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
古
紙

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
言

え
、
段
ボ
ー
ル
や
雑
誌
以
外
の
「
雑
が
み
」

が
大
半
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
。
事
業

系
由
来
の
可
燃
ご
み
か
ら
の
古
紙
の
掘
り

起
こ
し
も
今
後
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
自
治
体
・
事
業
者
の
行
動
変
容
が
鍵

を
握
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
を
可

燃
ご
み
と
し
て
焼
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
、
最
終
処
分
場
の
維
持
問
題
や
資
源

化
率
に
影
響
す
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は

全
国
の
主
要
自
治
体
に
お
け
る
、
事
業
系

由
来
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
ご
み
搬
入

規
制
事
例
の
と
り
ま
と
め
を
通
じ
た
情
報

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
中
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
「
家
庭
系
由
来
」「
事
業

系
由
来
」
を
問
わ
ず
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
業

界
と
地
方
自
治
体
の
相
互
理
解
と
協
働
の

加
速
化
が
、
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
や
、
持

続
的
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。

紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
核
と
し
た

地
域
共
生
社
会
の
創
造

　

日
本
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
資
源
循
環 出所：古紙再生促進センター

雑がみ区分排出割合
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44.1%
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6.7%

紙芯
3.2%

個人情報が記載
されているもの

3.6%

その他の雑がみ
（プリント、投込チラ
シ、包装紙etc.）
42.4%
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型
社
会
の
中
核
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し

て
き
た
。
戦
後
の
資
源
不
足
期
を
乗
り
越

え
、
３
Ｒ
政
策
の
進
展
、
古
紙
利
用
率
目

標
の
導
入
、
住
民
に
よ
る
分
別
排
出
、
自

治
体
の
制
度
構
築
、
そ
し
て
古
紙
業
界
の

長
年
の
努
力
に
よ
っ
て
、
世
界
で
も
高
水

準
の
古
紙
回
収
率
と
利
用
率
を
誇
る
。
し

か
し
そ
の
基
盤
が
、
い
ま
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
地

方
の
過
疎
化
、
自
治
体
財
政
の
逼
迫
、
紙

媒
体
需
要
の
構
造
的
減
退
、
そ
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
低
下
。
紙
リ
サ
イ

ク
ル
は
需
要
構
造
的
に
も
、
経
済
的
に
も

そ
の
持
続
的
な
基
盤
維
持
に
向
け
て
大
き

な
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
今
後
求
め
ら
れ
て
い
る

紙
リ
サ
イ
ク
ル
は
、「
資
源
の
再
利
用
」

に
と
ど
ま
る
時
代
か
ら
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル

を
媒
介
と
し
て
、
地
域
を
つ
な
ぎ
直
し
、

人
と
人
の
関
係
を
再
構
築
し
、
社
会
的
共

通
資
本
と
し
て
地
域
に
根
差
す
新
た
な
社

会
基
盤
と
し
て
再
定
義
す
る
視
座
で
あ
る
。

静
脈
産
業
は
こ
れ
ま
で
「
経
済
の
背
後
で

機
能
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
産
業
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
後

は
、
社
会
的
共
通
資
本
と
し
て
再
定
義
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
成
熟
社

会
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
る
の
は
単
な
る

規
模
の
成
長
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
関

係
性
が
持
続
す
る
仕
組
み
で
あ
る
と
思
う
。

多
世
代
共
生
社
会
の
必
要
性
、
地
方
創
生

の
再
設
計
な
ど
の
社
会
変
化
に
対
し
、
紙

リ
サ
イ
ク
ル
業
界
は
静
観
す
る
側
で
は
な

く
、「
地
域
共
創
の
担
い
手
」
と
し
て
前

面
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

紙
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
人
が
書
き
、
人

が
読
み
、
生
活
必
需
品
を
包
み
、
人
の
手

を
介
し
て
循
環
す
る
。
紙
リ
サ
イ
ク
ル
と

は
、
そ
の
営
み
を
持
続
さ
せ
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
他
な
ら
な
い
。
紙
リ
サ
イ
ク
ル
業

界
は
い
ま
、「
原
料
供
給
者
」
か
ら
「
地
域

共
創
者
」
へ
と
脱
皮
で
き
る
か
の
岐
路
に

あ
り
、
関
係
者
は
自
ら
地
域
と
向
き
合

い
、
共
創
モ
デ
ル
を
牽
引
す
る
存
在
と
し

て
歩
み
出
す
べ
き
時
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
古
紙
業
界
が
、
自

治
体
、
学
校
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、

「
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
地
域
を
立
て

直
す
」
と
い
う
大
義
の
も
と
に
、
新
た
な

基
盤
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

　

全
国
の
自
治
体
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
と
し
て
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
達
成
に
向
け
て
優
れ
た
取
り
組
み
を
提

案
し
た
り
、
全
国
で
約
１
１
０
０
を
越
え

る
自
治
体
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
イ
と

し
て
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
表
明
す
る
な
ど
様
々

な
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
ま
た
多
く
の

自
治
体
で
は
環
境
基
本
計
画
を
通
じ
て
、

「
循
環
型
社
会
の
推
進
」「
地
球
温
暖
化
・

脱
炭
素
化
」「
地
域
共
生
・
多
世
代
協
働
」

「
市
民
参
加
型
環
境
施
策
推
進
」
な
ど
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
懸
命
に
努
力
さ
れ
て
お
り
、

「
雑
が
み
掘
り
起
こ
し
」
と
の
親
和
性
が

高
い
と
考
え
る
。

　

紙
リ
サ
イ
ク
ル
、
と
り
わ
け
家
庭
や
地

域
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
雑
が
み
」
は
、
そ

の
性
質
上
、
行
政
・
市
民
・
紙
リ
サ
イ
ク

ル
業
界
の
協
働
に
よ
っ
て
の
み
、
さ
ら
な

る
分
別
と
回
収
が
可
能
と
な
る
分
野
で
あ

る
。
ま
た
、
資
源
循
環
・
地
域
交
流
・
環

境
教
育
・
社
会
包
摂
と
い
っ
た
複
数
の
公

共
的
価
値
を
同
時
に
実
現
で
き
る
特
性
を

持
ち
、
地
域
循
環
共
生
社
会
の
実
装
モ
デ

ル
と
し
て
即
効
性
が
期
待
さ
れ
る
領
域
と

考
え
て
い
る
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、「
紙
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
」、「
雑
が
み
」
回
収
の
促
進

を
通
じ
た
、
地
域
循
環
共
生
社
会
づ
く
り

に
向
け
て
、「
人
・
資
源
・
地
域
経
済
」

が
循
環
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
可
視
化
や
、
す
で
に
有
す
る
地
域
資
源
、

制
度
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
市
民
が
主
体
的
に
関
与
で

き
る
「
見
え
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
」
に
向

け
た
ご
提
案
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

次
号
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
、
全
国
小
中
学
生
“
紙
リ
サ
イ

ク
ル
”
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
（
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
）
か
ら
見
る
「
雑
が
み
」
に
つ
い
て

ま
と
め
る
。

家庭系収集ごみ組成（2018）

家庭系可燃ごみ組成（2018）

出所：環境省

その他不可燃（1.7%）

その他（2.4%）
繊維（6.1%）

木草類（7.4%）
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